
⼭陽地⽅初！⼤規模現場でスマートな施⼯

⼈⼿不⾜を解消�
将来を⾒据えて導⼊

今回の現場は、岡⼭県岡⼭市の広さ40
ヘクタールのメガソーラ建設に伴う造成
⼯事。施⼯するのは⼤阪府に本社を置く
壺⼭建設（株）様。現場監督の⼤⼾英司
さんに導⼊経緯を聞いた。「こちらの現
場を受注した当時は、繁忙期だったので
⼈⼿が不⾜していました。何かいい⼿⽴
ては無いかと考えていた⽮先に担当営業
からＩＣＴ建機導⼊の提案をして頂きま
した。これからの建設現場は情報化施⼯
が主流になるだろうとの話を⽿にしてい
たこともあり、この現場に導⼊しようと
決断しました。」と話した。⼤⼾現場監
督は3D-CADソフトも扱い、3次元測量
のデータも⼤⼾現場監督が⾃ら変換した
という。担当営業は「現場監督が3次元
データの扱いに慣れていたこともあり、
ＩＣＴ建機の導⼊がスムーズでした。」
と笑顔で話した。
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オペレータ 梶⼭雄平さん 

広島県 
壺⼭建設(株) 
広島営業所 様

創⽴65年の総合⼟⽊建設会社。 

造成⼯事はもとより、道路・トンネル・

橋梁などの交通網の整備、河川・ダム等

の治⽔対策から上下⽔道やビルの基礎⼯

事などの都市基盤の整備まで、多岐にわ

たる社会資本の整備をしている。 

 

「すぐに実⾏する、 

必ず最後までやり遂げる、 

全員で取り組む」を 

スタイルに、次の時代を 

⽬指して初⼼を忘れず、 

⽇々努⼒と向上⼼を持っている。 
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図⾯変更があっても�
スムーズに施⼯

実際にPC200ｉを使った感想を、オペレ
ータの梶⼭雄平さんに聞いた。「最初は
モニターの⾒⽅が難しく感じたけど、使
っているうちに慣れてきたよ。ＩＣＴ建
機は設計図⾯を取り込んでいるから、施
⼯の精度も⾼いし、溝掘り作業がとても
楽だったよ。特に深い⽔路の掘削には⼒
を発揮すると思うよ。」と教えてくれ
た。⼤⼾現場監督は、「施⼯中に設計変
更がありましたが、従来の施⼯だった
ら、⽬印となる、トンボ・丁張りを撤去
し、再度、測量して設置が必要なので、
とても⼿間がかかっていました。ＩＣＴ
建機は設計データを変更し、⾞両に取り
込むだけで済むから、無駄な時間が無く
なりましたね。ブルドーザもスムーズに
施⼯してくれました」と話した。最後
に、「今後も道路改良や造成の現場があ
るから、ぜひまたＩＣＴ建機を使って効
率の良い現場にしたいね」と⼤⼾現場監
督は今後への期待も話した。
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